
  

東京大学大学院工学系研究科 
長棟  輝行 

２０１５年９月３０日 

研究倫理アクションプラン 
に係る取組状況 



東京大学憲章 

  Ⅰ 学術 

６ （研究の理念） 

 東京大学は、真理を探究し、知を創造しようとする構成員の多様

にして、自主的かつ創造的な研究活動を尊び、世界最高水準の研

究を追求する。 

 東京大学は、研究が人類の平和と福祉の発展に資するべきもの

であることを認識し、研究の方法および内容をたえず自省する。東

京大学は、研究活動を自ら点検し、これを社会に開示するとともに、

適切な第三者からの評価を受け、説明責任を果たす。  

 東京大学は、大学憲章に研究活動における説明責任   
の重要さを掲げてきた。 

（2003.3.18制定） 



事件① 

2005.4  本学工学系研究科教授が関係する論文の実験結果の 
      再現性等について、日本ＲＮＡ学会から本学に対し調査 
      の依頼 
2006.3  本学による調査の結果、「再現性、信頼性は無い」 

 

 2006.3  「東京大学の科学研究における行動規範」の策定、 
        「東京大学科学研究行動規範委員会規則」の制定 

 2006.8  文部科学省が、「研究活動の不正行為への対応の  
        ガイドライン」を決定 

過去の事例と対策 



１  科学研究は、人類の幸福と社会の発展のために欠くべからざる

活動である。科学研究の成果は公開されることにより研究者相互

の厳密な評価と批判にさらされ、それに耐え抜いた知識が人類共

有の財産として蓄積され活用される。科学研究に携わる者は、この

仕組みのもとで人類社会に貢献する責務を負っており、またそれを

誇りとしている。この科学者コミュニティの一員として、研究活動に

ついて透明性と説明性を自律的に保証することに、高い倫理観を

もって努めることは当然である。 

東京大学の科学研究における行動規範 

（2006.3.17制定） 



２  科学研究における不正行為は、こうした研究者の基本的な行動

規準に真っ向から反するものである。のみならず、研究者の活動

の場である大学に対する社会の信頼をいちじるしく損ない、ひいて

は科学の発展を阻害する危険をもたらす。それは、科学研究の本

質そのものを否定し、その基盤を脅かす、人類に対する重大な背

信行為である。 

  それゆえ、科学研究を行うにあたっては、捏造、改ざん、盗用を行

わないことはもとより、広く社会や科学者コミュニティによる評価と

批判を可能とするために、その科学的根拠を透明にしなければな

らない。科学研究に携わる者は、実験・観測等の実施者、共同研

究者、研究グループの責任者など立場のいかんを問わず、説明責

任を果たすための具体的な措置をとらなければならない。 

東京大学の科学研究における行動規範 



３  科学研究に携わる者の責任は、負託された研究費の適正使用の

観点からも重要である。大学における科学研究を有形無形に支え

る無数の人々に思いをいたし、十分な説明責任を果たすことにより

研究成果の客観性や実証性を保証していくことは、研究活動の当

然の前提であり、それなしには研究の自由はあり得ない。その責

任を果たすことによってこそ、東京大学において科学研究に携わ

る者としての基本的な資格を備えることができる。 

東京大学の科学研究における行動規範 



事件② 
2012. 1  本学分子細胞生物学研究所教授が主宰する研究室の 

      関係者が発表した論文ついて、不正行為が存在する旨 

      の申立て 

2013. 1  調査の中間報告を公表 

       （５１報の論文が科学的に不適切な図を含むと認定） 

2014. 8  調査報告（第一次）を公表 

       （主催者の教授のほか、中心的な役割を担った教員計４ 

       名の不正行為を認定） 

2014.12  調査報告（最終）を公表 

       （上記教員４名のほか、筆頭著者７名計１１名の不正行 

       為を認定） 

 2013.10 総長声明「高い研究倫理を東京大学の精神風土に」 

 2014. 3  「研究倫理アクションプラン」を策定 

過去の事例と対策 



 先般、本学において明らかになった研究倫理をめぐる問題事案は、東京

大学憲章、東京大学の科学研究における行動規範（科学研究行動規範）な

どが定めている理念と大きくかけ離れたものです。日本の研究水準につい

て社会に大きな責任を有する東京大学において、こうした事案が相次いで

生ずる事態は、ありうべからざることであり、きわめて重く受け止めなけれ

ばなりません。この事態は、東京大学の名誉・信用というにとどまらず、日

本の科学に対する国際的な信頼や評価にかかわる深刻な問題でもありま

す。 

 現在、問題事案をめぐる事実関係や原因の究明を続けており、すみやか

に調査を完了すべく全力をあげていますが、少なくとも現時点で、研究活動

に従事する専門職としての倫理観や規範意識の在りようにおいて、関係者

に大きな問題があったという危惧を強く持っています。東京大学憲章にいう

「真理を探究し知を創造しようとする」者としての誠実性(integrity)が、いま

私たちに厳しく問われています。 

高い研究倫理を東京大学の精神風土に 

（2013.10.8総長声明） 



 最終的な調査結果のとりまとめを待って、改めて再発防止のための具体

的なアクションプランを示したいと考えていますが、いまも研究活動は日々

行われていますので、まずは、各研究者において、研究倫理の遵守につい

て自己点検を行うと同時に、各部局の教授会や専攻会議等、趣旨の徹底と

議論が可能な規模のすべての組織単位において、研究倫理の遵守方をめ

ぐる議論をただちに行い、教員のファカルティ・ディベロップメントや学生に

対する教育指導などの面で、すみやかに取組の徹底と充実を図るようお願

いします。その結果については、各部局長にとりまとめをいただき、各種会

議において情報共有を図るとともに、今後の全学的な再発防止措置の策

定に資するものとしたいと考えています。また、相談事項等があれば、すみ

やかに科学研究行動規範担当理事宛に連絡をお願いします。 

高い研究倫理を東京大学の精神風土に 



 問題事案は、たとえ一件でも発生すれば、学術研究に対する社会からの

信頼を大きく損ないます。研究不正は、「科学研究の本質そのものを否定し、

その基盤を脅かす、人類に対する重大な背信行為である」という、本学の

科学研究行動規範の言葉が、一人一人の日々の研究活動の中に自然な

形で組み込まれることを、強く期待しています。このたびのような事態が今

後およそ発生することのない高い研究倫理の精神風土を、本学において揺

るぎないものとすべく、皆さんのさらなる自覚と尽力をお願いします。 

高い研究倫理を東京大学の精神風土に 



•  本アクションプランは、「東京大学憲章」や「東京大学の科学研究にお
ける行動規範」に基づき、研究倫理を遵守する環境を作り上げるために
、今後本学として取り組むべき事項を示すものである。  

•  「研究倫理」の定義を広義に捉えるのであれば、研究活動における不
正行為の防止だけではなく、ヒトを対象とした研究や動物実験等に関す
る倫理、研究費の不正使用の問題、利益相反など多様なものとして取り
扱うことも考えられるが、本アクションプランにおいては、研究活動にお
ける捏造、改ざん、盗用に代表される不正行為を防止し、責任ある研究
活動を推進することを主眼とし、その中で取り組むべき事項を示すもの
である。  

•  今後の方針としては、短期的に実現可能な取組を順次実施するととも
に、中長期的に実現すべき取組についても継続的にその具体の検討を
進めていく。また、取組の実施にあたっては、研究活動を萎縮させること
がないよう充分に配慮するとともに、国や研究者コミュニティーとの連携
を図りながら、国等による議論の方向性や関係する指針等を反映させ、
実効性のある取組を進めていく。 

研究倫理アクションプラン 
～高い研究倫理を東京大学の精神風土に～ 



Ⅰ 研究倫理の醸成 

【取組状況】 

• 部局において入学時ガイダンス等における基礎的な研究倫理の啓発を実施 

• 学生に対し倫理に係る講義を実施（充実化、新規開講、「初年次ゼミナール」） 

• 全学の新任教職員研修において科学研究行動規範に係る講義を実施 

• 研究者・大学院生に対し日本学術振興会の研究倫理教育教材、CITI（e-learning）を
活用した教育・研修を実施  など 

独立した研究者にふさわしい倫理研修を 
【目標】 
独立した研究者また指導者として身に付けるべき研究倫理を修得さ
せるため、採用時をはじめとする各キャリアに応じた研究倫理研修を
実施する。 

すべての学生に倫理教育を 
【目標】 
学部前期課程、学部後期課程及び大学院において、それぞれの段
階に応じた研究倫理教育をすべての学部・研究科で実施する。 

１．教育・研修の充実 



学生に対する研究倫理教育の実施 



学生に対する研究倫理教育の実施 

※ 上記のほか、すべての研究科等において、ガイダンスで研究倫理教育を実施 

 また、部局で定めるガイドライン等の英文版の作成・配布や、英語による講義の実施など、  

留学生に対応した取組を実施 



【目的】 

・基礎となる学術的スキルの早期習得、能動的学習への動機づけ 

【特徴】 

・新入生（約３千名）全員が履修する必修科目（「初年次ゼミナール文
科」、「初年次ゼミナール理科」） 

・１クラス２０名程度のチュートリアル形式 

【内容】 

・アカデミック（サイエンティフィック）・スキルの教授、文献検索、アカ
デミック体験、グループワーク、プレゼンテーション、論文・レポート
、研究倫理に関わる講義 

「初年次ゼミナール」 



１ アカデミックな知の現場へ：大学での学びとは 

２ 研究倫理 

３ 学術論文の種類と構成 

４ 文献検索 

５ グループワーク 

６ プレゼンテーション 

７ レポート 

８ 文献の引用 

９ ピアレビュー 

 「科学の技法 サイエンティフィック・スキルを身につける」 初年次ゼミナール理科 共通教材 より 

 （東京大学大学院総合文化研究科・教養学部附属教養教育高度化機構初年次教育部門） 

２ 研究倫理 

 ・勉強から研究へ 

 ・研究者のコミュニティへ 

 ・なぜ不正行為が起こるのか 

 ・研究者の社会的責任 

 ・より深く知るために 

８ 文献の引用 

 ・自分の言葉？他人の言葉？ 

 ・剽窃 

 ・文献情報 

 ・参照文献の引用法 

 ・参照文献と本文との関連付け 

 ・より深く知るために 

授業の内容について（初年次ゼミナール理科の例） 



研究倫理教育の受講（大学院学生） 



Ⅰ 研究倫理の醸成 

【取組状況】 

• 科学研究行動規範リーフレットの作成・配付 

• 研究倫理アクションプランの英訳版を作成し、周知 

• 研究倫理ウィークを定め、ポスターを作成し、周知 

• 研究倫理ウィークにおける特別企画として、学生を対象とした研究倫理教材コンテス 

 トを開催（外部有識者による講演を併せて開催） 

• 監査法人に教材の作成及び講義を依頼し、研修会「公的研究費の適正執行につい 

 て」を３キャンパスで計１２回実施 

• 日本学術振興会及び米国国立科学財団と協力し、「研究倫理教育ワークショップ」 

を開催 

• 研究倫理教育セミナーを開催 など 

【目標】 
高い倫理観をもった責任ある研究活動が常日頃から行われるよう、
学生、研究者の研究倫理定着のための啓発活動の充実を図る。 

２．啓発活動の充実 

 



【科学研究行動規範リーフレット（2015年4月改訂版）】 
 （http://www.u-tokyo.ac.jp/content/400030733.pdf） 

ガイダンスなどで配布 









【参加者数】 

・８チーム３６名 

 

【教材の名称】 

・「あーみんと学ぶ！倫理カレンダー」 

・「調査倫理学習ビデオ～人に寄り添う調査とは～」 

・「医療における利益相反ＰＢＬ教材」 

・「未来の研究者たちへ－研究倫理と向き合うために－」 

・「アクティブラーニング用研究不正事例集」 

・「真実と理想の研究倫理 ～それでも研究は素晴らしい～」 

・「弥生門」 

・「研究倫理を学んで教育ラウンジから脱出せよ！」 

研究倫理教材コンテストについて 

（医学部、文学部、理学部、教養学部、薬学部、教育学研究科、 
総合文化研究科、薬学系研究科の学部３年生～修士２年生） 



【最優秀賞】 「未来の研究者たちへ－研究倫理と向き合うために－」 

受賞作品の紹介（研究倫理教材コンテスト） 

・「講義編」と「演習編」の二部構成の教科書形式による教材。 

・第Ⅰ部 講義編 

（第１章 研究倫理概論：Column 1 研究不正事例、第２章 文系分野における研究倫理：Column 2 

マートンの「科学者集団規範性」、第３章 研究不正はなぜいけないのか？: Column 3 「良い論文」 

[悪い論文」、第４章 適切な研究態度） 

・第Ⅱ部 演習編 

（第５章 演習課題に取り組む目的、第６章 演習課題１：論文を書いてみよう、第７章 演習課題２： 

 過去のレポートを検討してみよう） 

【優秀賞】 「研究倫理を学んで教育ラウンジから脱出せよ！ 」 
・脱出ゲーム形式による教材。ヒント部分とクイズ部分から構成され、ヒントを手掛かりにしてクイズに

正解すれば鍵を入手でき、すべてのクイズに正答してすべての鍵を集めたら脱出＝クリアできる。 

【特別賞】 「あーみんと学ぶ！倫理カレンダー」 
・月めくり卓上カレンダー形式による教材。研究室に配属されたばかりの学生「あーみん」と「リンリン

先生」との会話でストーリーが展開し、月を追うごとに研究倫理を備えた研究者として成長する。 

※ 上記のほか、２作品が敢闘賞を受賞 



公的研究費の適正執行について

資金を生み出すための不正の手口(例)

► 物品購入関係

► 架空発注して業者へ支払った分を業者にプールしてもらう

► 業者返品分を、返金してもらわず業者にプールしてもらう（今期の使用にみせかける）

► 市価との差額を業者にプールしてもらう

► 人件費関係

► 実態のない出勤

► 作業期間の水増し

► 旅費交通費関係

► カラ出張

► 申請費用と異なる請求（正規料金とディスカウントなど）

大学の管理責任の明確化と連帯責任

国のガイドラインの改訂により、不正をした研究者個人だけでなく、大学の管理責任が問われるこ

とになりました。不正が発覚した場合、連帯責任を負うことになります。

国による大学の
公的研究費への

調査

► 不備があると判断
された大学

► 体制整備に改善
が見られないと判
断された大学

► 不正の認定を受け
た大学

► 管理条件の付与

► 間接経費の削減・削減割合の引き上げ

► 資金配分停止

► 研究費の返還等

連帯責任

► 履行状況調査

► 機動調査

► フォローアップ調査

► 特別調査

他の研究者の研究予算

に影響を与えるおそれ

研修の目的
独立した研究者また指導者として
身に付けるべき研究倫理を修得
すること

内容

大学で今何が起こっているのか? 3

不正発生の3要素と
研究資金を生む手口 8

研究費の管理・監査に関する
東京大学のルール 20

まとめ 32

【研修「公的研究費の適正執行について」における教材（一部抜粋）】 



Ⅱ 組織・環境の整備 

【取組状況】 

•研究倫理推進室の設置 

•各部局に研究倫理担当者を設置、研究倫理担当者会議の開催 

•本部事務組織に研究倫理推進課を設置 

•コンプライアンス相談窓口（学外の弁護士事務所に委託）の設置  など 

【目標】 
研究倫理推進部署の設置など本部及び部局の研究倫理推進体制
を強化し、責任ある研究活動実施のための体制を整備する。 

１．責任ある研究体制の整備を 

【目標】 
学術分野の特性などに留意した研究データの保存等に関するルー
ル作りや研究者間の円滑なコミュニケーションを増進させる取組な
どにより、責任ある研究活動が実現される環境の整備を図る。 

２．責任ある研究環境の整備を 

 





Ⅲ 不正事案への対応 

【取組状況】 

• 新しい研究不正ガイドラインに新たに盛り込まれた事項について、科学研究行動規範 

 委員会規則を改正 

• 研究不正に関する調査結果をホームページに掲載し、情報の共有化 

• 外部有識者による再発防止策の検証（分生研事案） 

 

【目標】 
研究活動の不正行為について、迅速かつ徹底した調査を行うため
の体制の整備、ルール等の改善を推進する。 

１．調査方法等の改善を 

【目標】 
研究活動における不正行為に対して厳格な措置を講じるとともに
、その事例を教訓として同種の不正行為についての再発防止を
徹底する。 

２．調査結果を教訓へ 

 



【分子細胞生物学研究所における再発防止のための取組事例１】 
 （生データ及び論文投稿チェックリストの提出義務付け） 

【責任著者、筆頭著者の場合】 

・論文に掲載されたすべての図に対応する生データを分生研サーバーに登録した（はい/いいえ） 

 “はい”を選択した場合：サーバー上のフォルダ名を下記空欄に記入    （例:YYMMDD_Journal_FirstAuthor） 

 [                             ] 

 ・論文に掲載された図のパネル番号（supplementary figureも含む）と生データとを対応付け、図の作成者名と共に別紙１のエクセルにまと

めた（はい/いいえ） （共同研究によって得られた図についても可能な限り共著者に生データの提出をお願いしてください） 

  

論文中の画像に関して 

１．正しい画像が使用されているかを、複数の人間によって確認した（はい/いいえ） 

２．本論文で使用した画像および生データは全て初出であり、本論文で複数回使用されたり、過去の論文で使用されたりしたことはない（

はい/いいえ） 

３．論文中の図について、画像処理、または明るさ・コントラストの調整を行った（はい/いいえ） 

 “はい”と回答した場合、該当する図の番号を以下に列挙して下さい。 

 [                             ] 

 また、画像処理（調整）した各図に対し、以下の項目を確認してください。 

  ａ）画像の一部を切り取ったり、消したり、存在しないバンドなどを加えるような画像処理を行った（行った/行っていない） 

   →“行った”と回答した場合、該当する図番号を記す [                     ] 

  ｂ）画像に元々あったシグナルが見えなくなるまでの過剰な明るさ・コントラストの操作を行った（行った/行っていない） 

   →“行った”と回答した場合、該当する図番号を記す [                     ] 

  ｃ）一枚の画像に対して、明るさ・コントラストの調整を複数回行った（行った/行っていない） 

   →“行った”と回答した場合、該当する図番号を記す [                     ] 

チェック項目の例（「論文投稿チェックリスト（第４版）」より一部を抜粋） 



【分子細胞生物学研究所における再発防止のための取組事例２】 

 （セミナーの定期開催及び受講義務付け、学生・教員の交流の推進と機会の充実） 



Ⅳ 各部局による主体的な取組と 
     取組状況のフォローアップ 

【目標】 
本アクションプランに基づき、すべての部局において学問分野の
特性等を踏まえた研究倫理教育や体制整備等の取組を推進する
。 

１．部局の状況に即した取組の推進を 

２．フォローアップから見直し・改善へ 

【目標】 
各部局の取組状況を定期的に把握し、研究倫理教育等のさらな
る充実や体制の見直しに努める。 


	スライド番号 1
	東京大学憲章
	事件①
	東京大学の科学研究における行動規範
	東京大学の科学研究における行動規範
	東京大学の科学研究における行動規範
	事件②
	高い研究倫理を東京大学の精神風土に
	高い研究倫理を東京大学の精神風土に
	高い研究倫理を東京大学の精神風土に
	スライド番号 11
	Ⅰ　研究倫理の醸成
	学生に対する研究倫理教育の実施
	学生に対する研究倫理教育の実施
	「初年次ゼミナール」
	　「科学の技法　サイエンティフィック・スキルを身につける」　初年次ゼミナール理科　共通教材　より�　（東京大学大学院総合文化研究科・教養学部附属教養教育高度化機構初年次教育部門）
	研究倫理教育の受講（大学院学生）
	Ⅰ　研究倫理の醸成
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	研究倫理教材コンテストについて
	受賞作品の紹介（研究倫理教材コンテスト）
	スライド番号 25
	Ⅱ　組織・環境の整備
	スライド番号 27
	Ⅲ　不正事案への対応
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	Ⅳ　各部局による主体的な取組と�     取組状況のフォローアップ

